






 

心疾患をもつ乳幼児の行動特徴を明らかにし,養育上の示唆を得るために,筆者ら

は,A.Thomas と S.Chess らの乳幼児の「気質」(temperament)の研究にもとずいて作成され

た「行動様式質問紙」を心疾患児に適用してきた。これまでは,主として,1～2 ヶ月児と 5

～8 ヶ月児を対象としたが,その結果,この質問紙により,心疾患児の行動特徴をある程度

とらえるように思われた。そこで,今年度は,例数を若干増すとともに,1～3 歳の幼児につ

いても検討し,心疾患児の行動特徴を明らかにする。 


